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生物種を問わずゲノム改変を可能にした近年のゲノム編集技
術の発展は、生命・医学科学研究に大きなインパクトを与えて
いる。特に2013年に登場したCRISPRは、その簡便さや効率
の高さから多くの研究者が活用し始めている。
我々の研究室では、遺伝子ターゲティング、ゲノム編集を利
用し、長鎖非コードRNA研究の良いモデルシステムであるX染
色体不活性化の研究を行っている。X染色体不活性化では、長
鎖非コードXist RNAによるエピジェネティック修飾を介した
クロマチン構造変換、転写制御が発生過程において厳密に制御
されている。今回のセミナーでは、X染色体不活性化において
中心的役割を果たす非コードXist RNA の役割について我々の
研究室の最近のデータを、ゲノム編集技術を交えて紹介したい。
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